
平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
日
受
領

答

弁

第

三

九

二

号

内
閣
衆
質
一
九
三
第
三
九
二
号

平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
日

内
閣
総
理
大
臣

安

倍

晋

三

衆

議

院

議

長

大

島

理

森

殿

衆
議
院
議
員
照
屋
寛
徳
君
提
出
米
空
軍
嘉
手
納
基
地
の
旧
海
軍
駐
機
場
使
用
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付

す
る
。



衆
議
院
議
員
照
屋
寛
徳
君
提
出
米
空
軍
嘉
手
納
基
地
の
旧
海
軍
駐
機
場
使
用
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
及
び
四
に
つ
い
て

平
成
八
年
十
二
月
二
日
に
発
表
さ
れ
た
沖
縄
に
関
す
る
特
別
行
動
委
員
会
の
最
終
報
告
（
以
下
「
Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｏ
最
終
報
告
」

と
い
う
。
）
の
騒
音
軽
減
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
の
一
つ
と
し
て
、
嘉
手
納
飛
行
場
に
お
け
る
米
海
軍
航
空
機
の
運
用
及
び
支
援

施
設
を
既
存
の
海
軍
駐
機
場
（
以
下
「
旧
海
軍
駐
機
場
」
と
い
う
。
）
か
ら
移
転
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
の
移
転
費
用

は
総
額
で
約
百
五
十
六
億
七
千
七
百
万
円
で
あ
り
、
各
年
度
ご
と
の
費
用
（
契
約
ベ
ー
ス
）
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

平
成
八
年
度

約
一
億
五
千
六
百
万
円

平
成
九
年
度

約
一
億
八
千
四
百
万
円

平
成
十
年
度

約
八
千
二
百
万
円

平
成
十
四
年
度

約
二
千
七
百
万
円

平
成
十
五
年
度

約
千
五
百
万
円

平
成
十
六
年
度

約
四
千
百
万
円

平
成
十
七
年
度

約
五
千
万
円

一



平
成
十
八
年
度

約
二
億
六
千
二
百
万
円

平
成
十
九
年
度

約
三
億
八
千
三
百
万
円

平
成
二
十
年
度

約
二
億
五
百
万
円

平
成
二
十
一
年
度

約
二
億
八
千
百
万
円

平
成
二
十
二
年
度

約
十
六
億
二
千
九
百
万
円

平
成
二
十
三
年
度

約
二
十
五
億
八
千
万
円

平
成
二
十
四
年
度

約
五
十
七
億
千
六
百
万
円

平
成
二
十
五
年
度

約
二
十
三
億
五
百
万
円

平
成
二
十
六
年
度

約
十
二
億
二
千
三
百
万
円

平
成
二
十
八
年
度

約
五
億
三
千
七
百
万
円

政
府
と
し
て
は
、
旧
海
軍
駐
機
場
に
つ
い
て
は
、
Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｏ
最
終
報
告
の
騒
音
軽
減
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
の
趣
旨
に
か
な
う

運
用
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

二
及
び
三
に
つ
い
て

二



Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｏ
最
終
報
告
の
騒
音
軽
減
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
に
お
け
る
米
海
軍
航
空
機
の
運
用
及
び
支
援
施
設
と
は
、
米
海
軍
航

空
機
の
運
用
及
び
格
納
庫
、
保
管
庫
、
倉
庫
等
の
支
援
施
設
を
指
し
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
ま
た
、
旧
海
軍
駐
機

場
の
施
設
の
う
ち
、
保
管
庫
、
倉
庫
等
に
つ
い
て
は
取
り
壊
し
、
格
納
庫
等
は
残
さ
れ
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

五
に
つ
い
て

平
成
二
十
一
年
二
月
十
日
付
け
の
日
米
合
同
委
員
会
合
意
は
、
旧
海
軍
駐
機
場
等
を
主
要
滑
走
路
の
反
対
側
に
移
転
す
る

こ
と
等
に
つ
い
て
合
意
し
た
も
の
で
あ
る
。

在
沖
米
空
軍
が
御
指
摘
の
報
道
に
あ
る
よ
う
な
認
識
を
示
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
承
知
し
て
い
る
が
、
政
府
と
し
て

は
、
旧
海
軍
駐
機
場
の
施
設
の
う
ち
、
米
側
が
引
き
続
き
使
用
す
る
施
設
は
、
Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｏ
最
終
報
告
の
騒
音
軽
減
イ
ニ
シ
ア

テ
ィ
ヴ
の
趣
旨
に
か
な
う
運
用
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

三


